
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
代

表
者
会
議
が
、
６
月
８
日

（
木
）
午
後
1
時
か
ら
開
催

さ
れ
た
。
会
議
に
は
、
今
年

度
の
役
員
や
各
サ
ー
ク
ル
、

同
窓
会
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局

の
代
表
者
な
ど
が
集
ま
り
、

９
月
９
日
（
土
）
と
10
日

（
日
）
の
２
日
間
に
開
催
が

決
定
し
て
い
る
第
11
回
埼
玉

フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
、
様
々

な
協
議
が
行
わ
れ
た
。

今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
例
年

よ
り
も
１
か
月
早
い
開
催
と

な
る
た
め
、
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
は

ま
だ
未
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
俳
句
・

川
柳
の
投
句
に
関
し
て
は
、

毎
年
、
募
集
期
間
を
フ
ェ
ス

タ
の
１
か
月
前
か
ら
と
し
て

き
た
。
し
か
し
、
今
年
の
募

集
期
間
は
例
年
よ
り
早
く
、

フ
ェ
ス
タ
に
先
立
つ
２
か
月

前
の
７
月
１
日
か
ら
と
な
っ

た
。
詳
し
い
募
集
内
容
と
し

て
、
左
に
昨
年
ま
で
の
募
集

要
項
を
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

ま
た
２
年
前
ま
で
は
、
フ
ェ

ス
タ
賛
助
券
購
入
者
の
み
が

投
句
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
、
賛
助
券
購

入
を
条
件
に
は
し
て
い
な
い
。

最
近
は
投
句
数
が
減
少
し

て
き
て
い
る
が
、
投
句
の
受

付
方
法
と
し
て
、
学
習
セ
ン

タ
ー
９
階
ロ
ビ
ー
に
投
句
箱

を
設
け
る
ほ
か
、
郵
送
に
よ

る
応
募
だ
け
で
は
な
く
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
よ
る
電

子
メ
ー
ル
で
の
投
句
も
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
一
層
多
数
の
投
句
が
見

込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
参
加
者
が
気
に
か

け
て
い
る
個
人
作
品
展
示
や

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
、

懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
、
バ
ザ
ー

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
日

程
は
、
次
回
以
降
の
役
員
会

に
委
ね
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
恒
例
の
埼
玉
フ
ェ

ス
タ
の
特
別
公
開
講
演
会
は
、

９
日
の
土
曜
日
に
行
わ
れ
る
。

講
演
者
は
柴
眞
理
子
足
立
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
と
な
っ
て

い
る
。
仮
題
は
「
身
体
表
現

の
力

D
a
n
c
e

f
o
r

A
l
l

―
か

ら
だ
は
語
る･

か
ら
だ
で
語

る
―
」
と
決
ま
っ
た
。

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
に
独
特
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た

「
お
茶
席｣

は
現
在
、
今
年

の
実
施
が
未
定
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、｢

ア
ン
チ
エ
ー

ジ
ン
グ｣

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
合
唱
会

が
、
懇
親
会
準
備
中
に
多
目

的
室
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
非
常

に
喜
ば
れ
、
大
き
な
反
響
を

得
て
い
る
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ

で
の
ジ
ャ
ズ･

ラ
イ
ヴ･

コ
ン

サ
ー
ト
は
、
フ
ェ
ス
タ
恒
例

の
催
し
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
年
も
、
10
日
の
日
曜
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
。
（
冬
木
）

７
月
21
日
（
金
）
～
30
日

（
日
）
ま
で
単
位
認
定
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験
時
間

を
確
認
し
、
遅
れ
な
い
よ
う

受
験
し
て
下
さ
い
。

平
成
29
年
度
第
２
学
期
の

授
業
科
目
登
録
は
次
の
通
り

で
す
。

郵
送
で
の
登
録
＝
平
成
29
年

８
月
15
日
（
火
）
～
30
日

（
水
）
《
大
学
本
部
必
着
》

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
の

登
録
＝
８
月
31
日
（
木
）
24

時
ま
で

左
記
日
程
で
、
卒
業
研
究

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
平
成
29
年
７
月
２
日

（
日
）
13
時
半
～
15
時

内
容
＝
卒
業
研
究
に
つ
い
て

の
説
明
会

希
望
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
又
は
電
話
（0

4
8
-
6
5
0
-

2
6
1
1

）
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
、
履

修
修
了
者
に
よ
る
卒
業
研
究
・

修
士
論
文
発
表
会
を
行
い
ま

す
。
（
15
時
10
分
～
17
時
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
左
記
の

日
時
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
平
成
29
年
７
月
16
日

（
日
）
、
８
月
５
日
（
土
）

い
ず
れ
も
14
時
～

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体

験
談
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
16
日
に
は
、

面
接
授
業
を
見
学
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

看
護
師
・
准
看
護
師
の
方

へ
の
個
別
相
談
会
を
次
の
要

領
で
行
い
ま
す
。

日
時
＝
平
成
29
年
８
月
10
日

（
木
）
10
時
～

対
象
＝
①
学
士
（
看
護
学
）

取
得
を
お
考
え
の
方
、
②

看
護
師
国
家
試
験
の
受
験

を
目
指
す
准
看
護
師
の
方

※
時
間
は
、
１
人
30
分
程
度

で
す
。
希
望
者
は
、
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
又
は
電
話
（0

4
8
-
6
5

0
-
2
6
1
1

）
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
第
２
学
期
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
〆
切
《
大
学
本
部
必
着
》

は
、
第
1
回
が
８
月
31
日

（
木
）
、
第
２
回
が
９
月
20

日
（
水
）
ま
で
で
す
。
放
送

大
学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

方
を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
是

非
、
ご
紹
介
下
さ
い
。

紹
介
さ
れ
た
方
が
入
学
し

た
場
合
は
、
薄
謝
を
進
呈
し

ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

７
月
28
日
（
金
）
、
８
月
１

日
（
火
）
、
２
日
（
水
）
、

12
日
（
土
）
、
13
日
（
日
）

及
び
15
日
（
火
）
に
臨
時
閉

所
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
願
い
ま
す
。

第５１号 学 生 新 聞 平成２９年６月２３日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

第
11
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
９
月
に

公
開
講
演
会
は
足
立
セ
ン
タ
ー
所
長

今
年
も
ジ
ャ
ズ･

ラ
イ
ヴ･
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

投
句
は
７
月
1
日
か
ら
募
集
開
始

「
引
退
を
決
意
す
る

時
」

笹
原
誠
二

長
い
間
、
日
本
の

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

界
を
引
っ
張
っ
て
き

た
木
村
沙
織
選
手
が

３
月
下
旬
に
引
退
を

発
表
し
た
。
17
歳
の
時
か
ら

日
本
代
表
と
し
て
４
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
今

迄
日
本
チ
ー
ム
の
主
将
と
し

て
背
負
い
続
け
た
強
い
責
任

感
を
ず
っ
と
保
持
す
る
事
は

大
変
な
重
圧
で
あ
っ
た
ろ
う
。

一
昨
年
の
東
京
体
育
館
で
の

日
本
選
手
権
大
会
・
皇
后
杯

で
見
た
彼
女
は
、
す
ら
り
と

し
た
色
白
の
笑
顔
が
素
敵
な

女
性
で
あ
っ
た
。

私
も
学
生
時
代
と
入
社
し

て
か
ら
の
５
年
間
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
選
手
と
し
て
試
合

に
臨
ん
だ
が
、
団
体
競
技
と

は
い
え
、
主
将
と
し
て
参
加

し
て
い
た
時
は
、
常
に
「
自

分
に
上
が
っ
た
ト
ス
は
、
全

て
相
手
コ
ー
ト
に
叩
き
込
み
、

サ
ー
ブ
の
際
は
、
必
ず
ポ
イ

ン
ト
を
獲
る
」
な
ど
の
期
待

に
応
え
る
と
い
う
一
種
の
義

務
感
を
常
に
感
じ
て
い
た
。

選
手
と
し
て
引
退
を
決
意

し
た
時
は
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
限
界
を
感
じ
、
エ
ー

ス
と
し
て
期
待
に
応
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
感
じ
、
も
う

自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
誰
か

に
譲
っ
て
も
い
い
か
な
と
い

う
、
妙
に
諦
め
と
安
心
感
を

求
め
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
っ

た
。
大
事
な
試
合
に
惜
敗
し

た
時
に
も
、
悔
し
い
と
い
う

気
持
が
段
々
と
薄
れ
て
き
て
、

負
け
た
原
因
を
分
析
し
、
更

に
次
の
試
合
に
活
か
そ
う
と

い
う
努
力
を
し
な
く
な
っ
た

時
、
引
退
の
決
意
を
す
る
も

の
だ
と
私
は
考
え
て
い
た
。

誰
も
が
日
本
の
エ
ー
ス
と

し
て
認
め
て
い
た
彼
女
が
、

引
退
会
見
の
場
で
「
自
分
が

エ
ー
ス
と
思
っ
た
事
は
な
い
。

ま
だ
自
分
は
発
展
途
中
で
あ

り
、
い
つ
辞
め
て
も
良
い
と

常
日
頃
思
っ
て
い
た
」
と
述

べ
た
の
に
は
感
動
し
た
。
一

流
選
手
と
も
な
る
と
、
ど
こ

か
に
心
の
余
裕
と
、
我
々
と

違
う
何
か
を
持
っ
て
い
る
な

と
感
じ
た
。

学生手帳

５月20日（土）午後１時～３時､８階実験室

にて､第１回絵画サロンこざわ『ドローイング

とは何か。描くとはどういうことか』が開催さ

れました｡参加された方々と共に､小澤先生の熱

意溢れるお話や映像で学ばせていただきました。

「ドローイングとはラクガキである。対象を

前にして得た感覚や情緒、思い当たる自分の心

の中にある思考・記憶像などを、自分が感じた

こと、思ったこと、自由自在な線や色・形でぱ

あっと描くこと。対象を正確に描く必要なし。

自分が気に入ったら、それが正解」と話されま

した。

映像で、ドローイングの作品が紹介されまし

た。イタリアの画家サイ・トウオンブリーの作

品は、子どものいたずら描きのように見えます。

これに価値があると最初に言った方だそうです。

オーストラリアの画家エミリー・ウングワレー

の作品は、ねっこを力強く描いています。美術

教育を受けたことがなく、70歳を過ぎてから絵

を描き始めた方だそうです。メキシコの画家フ

リーダ・カーロのドローイング日記、アメリカ

合衆国の女流作家ジェニフア・バートレットの

作品等が紹介されました。

10代の学生の頃、美術の学習のスタートに石

膏デッサンをした私は、描く対象の形をより正

しく描く描写力が、表現力との思い込みがあり

ましたが、どうやら違うと思うようになりまし

た。デッサン力があるかなしかではなく、自分

の描きたい思いで自由に描くことが、自分の表

現に繋がることに

気付きました。ド

ローイングを自己

発見・表現ツール

として楽しもうと

思いました。

描いた絵を持参

した参会者が作品

を見せてくださり、

小澤先生の先導で鑑賞会をしました。花や風景

のスケッチとご自身の記憶を入れて作品にした

絵の写真を見せてくれた方がいました。博物館

の仏像のスケッチを見せてくれた方もいました。

似顔絵や、自らの想像と創造の世界を広げた遊

び心満載の絵を並べて見せてくれた方もいまし

た。それぞれの思いで、絵を描くこと・見るこ

とを楽しんでいました。描くことに上手・下手

はないことを痛感し、絵を描く楽しさ、見る楽

しさ、鑑賞しあう楽しさを体験した時間でした。

学習センターのロビーに月替わりで展示させて

いただいたら、より多くの方々に楽しんでいた

だけそうとの提案もありました。

小澤先生から､「ドローイングを楽しくやり

ましょう。自分にふたをしないで､『自分って

素敵』を発見しましょう。」とのお誘いがあり、

次回（６月17日）は、自作のドローイングやス

ケッチ・絵日記等を持ち寄っての鑑賞会や描画

をすることになりました。スケッチブックや描

画材（鉛筆・墨・ボールペン・クレヨン・水彩

絵の具・アクリル絵の具等）を持参します。ご

一緒に、ドローイング・ラクガキを楽しみなが

ら、自己発見の旅に出ましょう。

（写真はいずれも、小澤基弘先生の作品）

「第１回《絵画サロンこざわ》」

～ドローイングとは何か～福盛田恵子

７
月
の
単
位
認
定
試
験

実
施
は
21
日
か
ら

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊募集期間

７月１日（土）～

＊応募資格

放送大学の学生、

卒業生、教職員

＊投句数

一人につき、俳句・川柳各1句

＊優秀句の決定

フェスタ会場での投票

＊投票方法

投句者は自分の句には投票不可

＊投票期間

フェスタ期間中の予定

＊優秀句には賞品を授与

＊投句方法

①埼玉学習センター９Fロビー

に設置する投句箱に直接

②埼玉学習センター気付

フェスタ事務局宛に郵送で

③電子メールを利用

y.shinoda.b.m79@gmail.com

第
２
学
期
の
科
目
登
録

８
月
30
日
本
部
必
着

平
成
29
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
の
開
始
時
期

7
月
～
８
月
の

臨
時
閉
所
の
お
知
ら
せ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月
と
８
月
に
開
催

第１１回埼玉フェスタ

俳句・川柳投句募集

卒
業
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス

７
月
２
日
に
説
明
会

看
護
師
・
准
看
護
師
等

へ
の
個
別
相
談
会

学
習
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
小
澤
先
生



★
7
月
５
日
（
水
）

役
員
会
＝
「
秋
の
研
修
旅

行
と
後
期
活
動
計
画
案
」

策
定
（
13
時
集
合
）

★
８
月
２
日
（
水
）

･

「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
写
会
」
開
催

（
13
時
集
合
）

･

秋
の
研
修
旅
行
と
後
期
活

動
計
画
の
詳
細
内
容
検
討

終
了
後
、
「
暑
気
払
い
」

★
定
例
会
＝
６
月
25
日
（
日
）

7
月
1
日
（
土
）
、
８
日

（
土
）

★
６
月
30
日
（
金
）
10
時
～

★
７
月
７
日
（
金
）

10
時
～
17
時
・
８
Ｆ
講
堂

21
日
（
金
）
10
時
～
12
時

５
Ｆ
宇
宙
劇
場
会
議
室

★
８
月
４
日
、
18
日
、
24
日

い
ず
れ
も
10
時
～
17
時

８
Ｆ
講
堂
を
予
定

★
毎
週
火
曜
日

10
時
半
～
12
時
８
階
講
堂

★
７
月
４
日

★
８
月
は
22
日
、
29
日

★
７
月
11
日
（
火
）

陸
前
高
田
市
復
興
視
察
の

日
帰
り
旅
行

花
見
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

春
ら
し
い
季
節
を
満
喫
す
る

間
も
な
く
、
真
夏
の
よ
う
な

暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。
体
調

を
崩
し
た
方
も
沢
山
い
ま
し

た
ね
。
体
調
管
理
を
し
っ
か

り
し
て
、
期
末
試
験
に
臨
ん

で
下
さ
い
。

（
冬
）

第５１号 学 生 新 聞 平成２９年６月２３日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

霧
雨
が
ま
だ
残
っ
て
い
た

が
放
送
大
学
の
有
志
の
一
行

は
荻
窪
駅
西
口
を
定
刻
通
り

に
出
発
し
た
。
駅
前
の
商
店

街
を
抜
け
、
マ
ン
シ
ョ
ン
街

も
過
ぎ
る
と
、
急
に
閑
静
な

住
宅
地
と
な
る
。
よ
く
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
庭
木
が
美

し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

坂
を
少
し
下
る
と
高
い
石
垣

が
続
き
、
赤
松
が
数
本
聳
え

て
い
た
。
か
つ
て
、
こ
の
辺

り
は
将
官
街
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
い
う
。
風
見
鳥
の
飾
り

の
洋
館
も
あ
り
、
瀟
洒
な
高

級
住
宅
が
並
ん
で
い
る
。
昭

和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
近
衛

文
麿
の
別
荘
、
荻
外
荘
（
て

い
が
い
そ
う
）
が
あ
っ
た
。

命
名
は
元
老
西
園
寺
公
望
と

い
う
。
近
衛
文
麿
が
自
殺
し

た
の
は
こ
の
家
で
あ
る
。

雨
は
上
が
り
、
日
が
さ
し

て
き
た
。
そ
の
先
の
小
高
い

丘
の
一
角
に
「
角
川
庭
園
・

幻
戯
山
房
」
が
あ
っ
た
。
そ

こ
は
俳
人
で
あ
り
、
角
川
書

店
の
創
設
者
、
角
川
源
義
の

旧
宅
で
あ
っ
た
。
故
郷
の
ご

母
堂
の
た
め
に
西
に
富
士
山

が
見
え
る
見
晴
ら
し
の
良
い

こ
の
地
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

昭
和
32
年
当
時
は
、
ま
だ
、

こ
の
周
辺
は
南
の
善
福
寺
川

ま
で
、
田
畑
の
続
く
田
園
地

帯
で
あ
っ
た
。
俳
人
ら
し
く
、

前
庭
に
は
芭
蕉
や
馬
酔
木

（
ア
セ
ビ
）
な
ど
の
木
を
植

え
、
す
み
れ
な
ど
の
草
花
も

植
え
た
。
広
い
日
当
た
り
の

良
い
芝
生
の
庭
が
あ
り
、
西

側
の
茶
室
の
前
に
は
水
琴
窟

ま
で
造
っ
た
。
茶
室
に
向
か

う
飛
石
伝
い
の
小
道
の
途
中

に
、
丸
い
石
が
黒
い
紐
で
結

ば
れ
て
置
い
て
あ
っ
た
。
何

か
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
道
の

分
岐
点
に
置
か
れ
た
通
行
止

め
の
標
識
で
あ
っ
た
。
茶
人

の
粋
な
計
ら
い
で
あ
る
。
ご

母
堂
が
住
ま
わ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
角
川
春
樹
も

住
ん
で
い
た
。
今
は
杉
並
区

に
寄
贈
さ
れ
て
、
「
す
ぎ
な

み
詩
歌
館
」
と
し
て
記
念
の

展
示
室
の
他
、
句
会
、
茶
会

な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

庭
に
は
馬
酔
木
の
花
や
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
花
が
咲
き
、
柚
の

実
が
幾
つ
も
落
ち
て
い
た
。

道
を
曲
が
り
、
坂
を
上
り

下
り
し
て
、
大
木
の
多
い
大

田
黒
公
園
に
入
る
と
、
び
っ

く
り
。

そ
こ
は
見
上
げ
る
よ
う
な

大
イ
チ
ョ
ウ
の
並
木
で
あ
っ

た
。
名
刹
の
中
に
導
か
れ
て

い
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
田
舎

家
風
の
土
間
の
一
角
に
腰
か

け
る
と
、
心
地
よ
い
春
風
が

吹
き
抜
け
て
、
竹
林
が
、
ざ

わ
ざ
わ
と
音
を
た
て
て
揺
れ

て
い
た
。
池
を
真
ん
中
に
３

０
０
０
坪
の
回
遊
式
の
庭
園

が
拡
が
っ
て
い
た
。
音
楽
評

論
家
と
し
て
大
正
か
ら
昭
和

の
初
期
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
留
学
し
、
西
欧
の
音
楽

を
日
本
に
紹
介
し
た
大
田
黒

元
男
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
洋

館
に
は
大
き
な
暖
炉
の
あ
る

彼
の
書
斎
が
あ
っ
た
。
ピ
ア

ノ
を
据
え
て
あ
り
、
彼
の
音

楽
評
論
の
資
料
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。
彼
の
父
親
は
、
日

本
の
水
力
発
電
の
先
駆
者
で

あ
り
、
東
芝
を
築
い
た
一
人

で
あ
る
。
庭
に
は
竹
や
ぶ
が

あ
り
、
群
落
の
一
人
静
や
遅

い
黒
椿
が
咲
い
て
い
た
。
池

に
は
小
千
谷
の
錦
鯉
が
泳
ぎ
、

大
き
な
樹
々
に
は
名
前
の
札

が
掛
け
て
あ
っ
て
、
さ
な
が

ら
植
物
園
の
よ
う
で
あ
る
。

紅
葉
の
秋
の
風
情
を
想
像

し
て
街
に
戻
る
と
、
住
宅
街

の
満
開
の
桃
の
花
の
咲
く
可

愛
い
幼
稚
園
風
の
建
物
の
前

に
出
た
。
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

で
有
名
な
絵
本
作
家
の
石
井

桃
子
の
家
で
あ
る
。
ま
た
、

黒
川
紀
章
設
計
の
杉
並
区
立

中
央
図
書
館
の
庭
で
は
、
辛

夷
（
コ
ブ
シ
）
の
白
い
花
と

桜
の
花
の
競
演
で
あ
っ
た
。

辛
夷
の
花
は
一
枚
ず
つ
小
さ

な
葉
を
付
け
て
い
る
。

駅
に
向
か
う
途
中
に
、
ア
ー

ル
デ
コ
風
の
丸
い
屋
根
の
ド
ー

ム
の
あ
る
古
風
な
ホ
テ
ル
が

あ
っ
た
。
右
か
ら
「
西
郊
ロ
ッ

ヂ
ン
グ
」
と
書
い
て
あ
り
、

昭
和
６
年
に
建
築
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

「
斎
藤
茂
吉
と
永
井
ふ
さ
子

は
こ
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
川
本
三
郎
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

《
北
杜
夫
の
評
伝
『
茂
吉

彷
徨
』
に
は
、
永
井
ふ
さ
子

の
文
章
（
昭
和
10
年
６
月
）

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
日
蝕
の
日
を
先
生

と
共
に
野
道
で
仰
い
だ
。

荻
窪
で
待
つ
様
に
、
と
の

約
束
で
、
新
宿
中
央
線
ホ
ー

ム
に
来
た
時
、
カ
ン
カ
ン

帽
を
少
し
あ
み
だ
に
被
っ

た
先
生
の
姿
を
見
つ
け
て

私
は
近
寄
っ
た
」

ま
だ
武
蔵
野
の
面
影
を
残

す
郊
外
は
、
し
ば
し
二
人
を

「
し
の
ぶ
恋
路
の
苦
し
さ
」

か
ら
解
放
し
て
く
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
》
（
『
郊
外
の
文

学
誌
』
川
本
三
郎
著
、
新
潮

社
、
２
０
０
３
年
）

駅
近
く
の
ビ
ル
街
に
、
明

治
天
皇
が
行
幸
の
折
、
お
休

処
と
し
た
屋
敷
の
長
屋
門
が

記
念
の
石
碑
と
と
も
に
現
存

し
て
い
た
。
折
し
も
、
大
樹

の
桜
の
花
が
真
っ
盛
り
で
門

の
上
ま
で
覆
っ
て
い
た
。
桜

の
下
の
暗
い
門
を
く
ぐ
っ
て

み
る
と
、
そ
の
先
に
も
高
層

ビ
ル
が
聳
え
て
い
た
。

古
き
良
き
時
代
の
香
り
を

残
す
、
不
思
議
な
街
・
荻
窪

の
満
開
の
桜
を
堪
能
し
た
文

学
散
歩
で
あ
っ
た
。

荻
窪･

お
花
見
文
学
散
歩大

塚
絹
子

夏
の
川
ジ
ー
パ
ン
濡
ら
す
膝
頭

と
く
江

青
嵐
青
き
天
狗
の
鼻
の
先

光
娥

夕
映
え
に
そ
び
ゆ
る
烏
城
夏
の
川

十
詩

さ
ま
よ
え
る
遠
野
の
河
童
夏
の
雨

明
美

夏
服
や
水
平
線
の
輝
き
て

由
美

欄
干
を
少
年
蹴
り
て
夏
の
川

順

ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
て
パ
ノ
ラ
マ
夏
の
川

博
子

馬
の
背
を
洗
う
少
年
夏
の
川

厚
子

甲
斐
ヶ
峰
の
雲
を
お
と
し
て
夏
の
川

功

大
岩
を
蹴
り
て
波
紋
や
夏
の
川

陽
子

夏
至
夕
べ
天
地
返
し
の
味
噌
の
甕

八
重
子

吊
り
橋
に
子
等
の
声
揺
れ
夏
の
川

安
代

森
陰
の
一
路
耿
々
夏
の
川

保
子

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時

俳

句

投
稿
コ
ー
ナ
ー

去
る
４
月
23
日
、
久
喜
市
菖
蒲
町
に

あ
る
本
多
静
六
記
念
館
を
訪
ね
た
。
本

多
博
士
は
林
学
の
泰
斗
で
東
京
大
学
教

授
の
ほ
か
、
全
国
各
地
の
有
名
な
公
園

の
設
計
に
携
わ
っ
た
。
明
治
神
宮
、
日

比
谷
公
園
、
大
宮
公
園
の
設
計
や
日
光
、

軽
井
沢
の
町
づ
く
り
な
ど
60
以
上
に
及

ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
国
有
林
の
造
林

や
社
会
貢
献
活
動
で
我
が
国
の
発
展
に

尽
く
し
た
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、

埼
玉
県
を
代
表
す
る
偉
人
の
一
人
で
あ

る
。
し
か
し
、
渋
沢
栄
一
、
塙
保
己
一
、

荻
野
吟
子
ほ
ど
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

不
思
議
な
く
ら
い
で
あ
る
。
な
ぜ
知
ら

れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
専
門
分
野

が
地
味
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

理
由
を
少
し
推
察
し
て
み
た
。

昔
は
貧
し
い
中
で
も
刻
苦
勉
励
す
る

人
が
沢
山
い
た
。
そ
の
中
の
典
型
的
な

人
物
が
本
多
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
、

現
役
時
代
は
も
と
よ
り
晩
年
ま
で
、
そ

の
心
掛
け
と
実
行
力
、
そ
し
て
成
し
遂

げ
た
成
果
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

生
涯
で
３
７
０
冊
も
の
著
作
が
あ
り
、

生
き
ざ
ま
や
人
と
な
り
を
知
る
資
料
や

文
献
も
沢
山
あ
る
。
「
成
功
の
た
め
の

十
二
か
条
」
な
ど
多
く
の
処
世
訓
を
残

し
て
い
る
。
凡
人
に
は
立
派
過
ぎ
る
点

が
欠
点
と
言
え
ば
、
そ
う
言
え
る
か
も

知
れ
な
い
。
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

人
間
的
な
魅
力
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
生
き
方
の
お
手
本
と
な
る

だ
ろ
う
。
知
り
得
た
幾
つ
か
を
紹
介
し

て
み
た
い
。

◇
昔
は
み
な
家
の
手
伝
い
を
よ
く
し
た

も
の
だ
が
、
本
多
少
年
は
か
ら
臼
で
米

を
つ
く
手
伝
い
を
し
た
。
米
を
つ
き
な

が
ら
本
を
読
む
術
を
考
え
つ
い
た
と
い

う
話
が
残
っ
て
い
る
。

◇
東
大
農
学
部
に
ビ
リ
で
入
学
し
た
が
、

卒
業
の
時
は
首
席
だ
っ
た
。

◇
養
子
縁
組
の
話
を
断
る
口
実
と
し
て
、

ド
イ
ツ
へ
留
学
を
さ
せ
て
く
れ
る
か
と

の
条
件
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
岳
父
が
あ
っ

さ
り
承
諾
し
た
。
し
か
し
、
留
学
後
し

ば
ら
く
し
て
、
岳
父
が
預
金
し
て
い
た

銀
行
が
倒
産
し
、
送
金
が
期
待
で
き
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
留
学
予
定
の
４
年

を
２
年
に
切
り
上
げ
、
生
活
費
を
切
り

詰
め
て
猛
勉
強
、
２
年
で
博
士
号
を
取

り
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
東
大
の
助
教

授
、
教
授
と
昇
進
し
て
い
る
。
岳
父
は

元
彰
義
隊
の
頭
取
・
本
多
晋
（
す
す
む
）

で
あ
る
。

◇
妻
銓
子
（
せ
ん
こ
）
は
日
本
で
四
人

目
の
女
医
と
な
っ
た
才
媛
で
、
開
業
医

と
し
て
の
功
績
を
残
し
て
い
る
。
本
多

は
貰
っ
た
手
紙
が
あ
ま
り
に
名
文
だ
っ

た
の
で
ほ
れ
込
ん
だ
と
い
う
。

◇
生
涯
、
収
入
の
25
％
を
貯
金
し
大
へ

ん
な
資
産
家
と
な
っ
た
が
、
晩
年
に
は
、

そ
の
殆
ど
を
国
や
公
共
の
た
め
に
寄
付

し
て
い
る
。

今
後
、
機
会
を
と
ら
え
て
、
人
と
し

て
の
魅
力
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

銀
色
の
日
々

大
西

亮

「
本
多
静
六
に
つ
い
て
学
ぶ
」

◎第２回 ７月13日（木）
安部公房 「砂の女」

平成29年度「サロンしぶや」 14:00～16:00

「戦後中編小説の代表作

－さまざまな人間観と味わい－」

講師＝渋谷治美所長

★６月２５日（日）
「オペラ彩の３４年－ときめきと共に」

講師：和田タカ子
（特定非営利活動法人オペラ彩理事長）

★８月６日（日）
「絵画表現の原点を考える」

講師：小澤基弘
（埼玉大学教授／

放送大学埼玉学習センター客員教授）

一般公開講演会 ８Ｆ講堂 14:00～16:00

シリーズＡ《芸術は人間を救うか》
150名（参加無料／申込み順）

参加希望者は埼玉学習センターHPから

又は、☎048-650-2611に申込んで下さい。

本多静六像 分
岐
点
に
通
行
止
め
の
標
識

学
生
団
体
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む

会
」
は
１
９
９
５
年
12
月
、
放
送
大
学
の
面

接
授
業
「
文
献
学
」
と
し
て
、
放
送
大
学
の

杉
浦
克
己
教
授
の
授
業
を
受
け
た
事
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
発
足
し
て
い
ま
す
。
面
接
授

業
終
了
後
も
、｢

文
献
学｣

の
魅
力
に
と
り
つ

か
れ
た
学
生
有
志
や
他
セ
ン
タ
ー
学
生
ら
と

共
に
杉
浦
先
生
に
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
杉
浦
教
授
は
２
０

１
１
年
早
世
し
、
現
在
は
、
共
立
女
子
大
学

教
授
で
放
送
大
学
非
常
勤
講
師
で
も
あ
る
堀

新
先
生
に
当
会
の
ご
指
導
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
堀
先
生
は
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
の
博
士
課
程
を
卒
業
し
、
２
０
０
９

年
早
稲
田
大
学
の
博
士
号
（
文
学
）
を
取
得

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
で
は
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む

会｣

の
ご
指
導
の
み
な
ら
ず
、
平
成
18
年
8
月

26
日
に
行
わ
れ
た
初
め
て

の
講
演
会
の
開
催
以
来
、

平
成
19
年
か
ら
27
年
ま
で

多
年
に
亘
り
、
毎
年
の
公

開
講
演
会
の
講
師
を
務
め

て
下
さ
い
ま
し
た
。

特
に
記
憶
に
残
っ
て
い

る
の
は
最
初
の
講
演
会
で

す
。
こ
の
時
は
大
宮
宿
中

山
道
宿
場
の
出
来
事
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
岡
山
大

学
付
属
図
書
館
池
田
家
文

庫
所
蔵
史
料
よ
り
、
江
戸

時
代
の
明
和
5
年
（
１
７

６
７
）
に
旧
道
１
６
４
号
で
勃
発
し
た
馬
子

の
切
り
捨
て
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
披
瀝
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
題
し
て
、
「
切
り
捨
て

御
免
の
真
実
―
武
士
の
特
権
で
は
な
い
ー
」

の
講
演
は
非
常
に
興
味
深
く
、
そ
の
後
の
例

年
の
講
演
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る｢

古
文
書
の

会｣

の
活
動
は
基
本
的
に
、
月
に
２
回
、
土
曜

日
の
午
後
に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

中
世
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
時
代
の
一
級
史

料
や
諸
本
の
史
料
学
的
な
比
較
、
検
討
、
斬

新
な
切
込
み
解
説
、
史
実
の
探
求
な
ど
の
研

究
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
泊
の

研
修
旅
行
で
は
、
県
外
の
博
物
館
や
郷
土
史

料
館
な
ど
で
古
文
書
の
原
文
を
閲
覧
し
、
読

み
方
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
古
文
書
の

扱
い
方
な
ど
も
学
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

活
動
も
、
根
気
の
い
る
学
習
を
解
か
り
や
す

く
、
同
時
に
レ
ベ
ル
の
高
い
解
説
に
よ
り
、

知
見
、
見
聞
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

｢

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
会｣

と
、
会

の
名
前
は
堅
苦
し
い
け
れ
ど
、
堅
苦
し
い
勉

強
ば
か
り
を
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春

は
大
宮
公
園
で
の
花
見
会
、

年
末
は
鍋
を
囲
ん
で
忘
年

会
な
ど
、
会
員
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
和
気
藹
々

と
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会
の
魅
力
に
惹
か
れ
て

参
加
し
て
き
た
会
員
の
数

は
現
在
、
23
名
を
超
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆

さ
ん
も
気
軽
に
参
加
し
て

下
さ
い
。
見
学
も
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
会
」

会
の
魅
力
を
紹
介代

表

篠
田
安
彦

む
ぎ
の

会


